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号
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衆
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十
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日
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閣
総
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安
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三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
�
木
錬
太
郎
君
提
出
夜
間
支
援
体
制
加
算
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
�
木
錬
太
郎
君
提
出
夜
間
支
援
体
制
加
算
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

御
指
摘
の
「
夜
間
支
援
体
制
加
算
」
と
は
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基

づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十

八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
別
表
第
十
五
の
一
の
五
に
規
定
す
る
夜
間
支
援
等
体

制
加
算
（
以
下
「
夜
間
加
算
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
夜
間
加
算
は
、
同
一
の
共
同
生
活
住
居
（
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
。
以
下
「
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
四
条
第
二

号
に
規
定
す
る
共
同
生
活
住
居
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
同
表
一
の
五
の
イ
の
（
�
）
に
規
定
す
る
夜
間
支
援
対
象

利
用
者
（
以
下
「
夜
間
支
援
対
象
利
用
者
」
と
い
う
。
）
の
数
が
三
人
以
上
七
人
以
下
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
数
ご
と
に

夜
間
加
算
の
所
定
単
位
数
を
設
定
す
る
一
方
で
、
当
該
数
が
八
人
以
上
の
場
合
は
、
夜
間
加
算
の
算
定
方
法
の
簡
素
化
を
図
る

観
点
か
ら
、
複
数
の
当
該
数
ご
と
に
夜
間
加
算
の
所
定
単
位
数
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
①
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
状
況
に
よ
っ
て
は
御
指
摘
の
よ
う
な
事
象
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
夜
間
加
算
の
算
定
方
法
の
簡
素
化
が
必
要
で
あ

る
こ
と
等
も
総
合
的
に
考
慮
し
つ
つ
、
平
成
三
十
三
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
に
向
け
て
、

一



夜
間
支
援
対
象
利
用
者
の
数
に
応
じ
た
夜
間
加
算
の
設
定
方
法
に
つ
い
て
更
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

御
指
摘
の
②
に
つ
い
て
は
、
夜
間
加
算
の
算
定
の
対
象
と
な
る
夜
間
支
援
対
象
利
用
者
と
は
、
基
準
第
二
百
七
条
に
規
定
す

る
指
定
共
同
生
活
援
助
（
以
下
「
指
定
共
同
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
の
利
用
者
の
う
ち
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
お
い

て
基
準
第
二
百
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
従
業
者
が
支
援
を
行
う
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
夜

間
支
援
の
要
否
に
か
か
わ
ら
ず
・
・
・
減
額
さ
れ
る
」
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
③
の
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
は
、
告
示
別
表
第
十
五
の
一
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
費
を
指
す
も

の
と
考
え
る
が
、
当
該
共
同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
施
設
等
で
は
な
く
地
域
に
お
い
て
少
人
数
で
共

同
し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
援
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
定
共
同
生
活
援

助
の
事
業
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
共
同
生
活
住
居
の
入
居
定
員
が
八
人
以
上
の
場
合
は
所
定
単
位
数
に
百
分
の
九
十
五
を
乗

じ
て
得
た
数
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
矛
盾
が
生
じ
て
い

る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

御
指
摘
の
④
及
び
⑤
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
利
用
者
が
一
人
増
え
た
場
合
に
必
要
な
増
員
に
見
合
っ
た
給
付
総
額
に
達

し
な
い
」
及
び
「
夜
間
支
援
（
宿
泊
）
の
回
数
で
は
な
く
、
基
本
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
数
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
実
績
と
算

二



定
結
果
と
の
間
に
乖
離
が
生
じ
、
現
場
の
実
情
に
合
致
し
て
い
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋

ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


